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まず，この本は題名通り「水先案内」です．通読し
ても，残念ながら手っ取り早く漢方が使いこなせるよ
うにはなりません．しかし読後は，漢方に対するイメ
ージの変化と，新鮮な発見があると思います．
できれば，「漢方ってちょっと邪道だ！」などと思

っている理屈っぽい若人にこそ，読んでほしい本だと
感じました．理屈で応えてくれる本ですので．
何をやってもダメなとき
私たち日本の医療者が学校で習ってきた知識は，ほ

とんどが「西洋医学」をバックボーンとしていたと思
います．すなわち疾病とは「本来オーガナイズされた
人体の機能の破たん」に由来し，それを是正すれば治
るという理論です（ちょっと乱暴ですが）．大学の講義
室の中では，西洋医学の知の蓄積にのっとり適切に問
診・診察・検査をして，患者さんの不具合を客観的に
洗い出し，それを解決することが治療である──とい
うあらすじが，いつでも通用するかのように見えまし
た．少なくとも素直な医学生であった私には．
私のようにナイーヴでなくとも，臨床現場において，

こうした枠組みが通用しない状況に遭遇し困ったこと
は，誰にもあるのではないでしょうか．すなわち「診
察上は異常ない」のに，患者さんは苦しみ続けている．
効くはずの薬が無効なうえに，薬を変えるたびに稀な
副作用が次々出て，泥沼化．とにかく「何をやっても
ダメ」．
漢方なら「向き合いよう」がある
他科から「漢方でなんとかなりませんか？」とコン

サルトを受けるのはまさにそういう状況が多いんです

よね……というところから津田先生のこの本は始まり
ます．西洋医学の枠組みでは「どうにもならない」と
担当医を悩ませる状況に，漢方の文脈からならばアプ
ローチできる（と思わせる）のは，なぜなのでしょうか？
私たちの日常臨床の中にある，「治そう，良くしよう」
という熱意が空回りする息苦しさをどうしたらいいの
か？　そのヒントが漢方（あるいは広義の東洋医学）の
中にある，とこの本は教えてくれました．
簡単に言えば，西洋医学的な視点とは異なった何ら
かの「もう一つの科学的な視点」による複眼視によって，
浮き出して見えてくる糸口がある．そして，もし糸口
がないならないで，「向き合いようがある」ということ
です．
二者択一から「複眼の思想」へ
繰り返しますが「漢方で一挙に解決！」といった華々
しい話ではないのです．おそらくは同じことを，いろ
いろなたとえを使いながら著者は記述しています．そ
の中で西洋医学と東洋医学を同じ平面に置いて，軽や
かに行ったり来たりしています．どっちがいいとか悪
いとかの二者択一ではなく．
察しのいい読者の方には，回りくどく冗長に感じる
部分もあるかもしれません．ただ結論を急がずに読む
と，じわり，と東洋医学の「考え方」が染み込んでく
るように思います．「患者さんに振り回されちゃえば？」
「再現性にこだわらなくていいんじゃない？」なんて視
点を頭のどこかに持てたなら，自分に対して，またも
しかすると患者さんに対しても，膠着状態の突破口に
なるかも……．そんな予感がします．
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